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 ＝ ㎡
#
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算定者

防火対象物名称

（ 階 ）

普通階 ・ 無窓階  判定書

算定日 年 月 日

特記：

有効開口部算定表 消防機関使用

大
型
開
口

判定
建具
記号

開口部
の位置

開口部の
種  　別

ガラス種別

床 面 積（㎡） 必要開口面積 有効開口部合計 判 定 結 果 消防機関判定

A÷30＝ a～ｍ

ガラス厚さ（ｍｍ）

床面からの 幅（ｍ）×高さ（ｍ）
数量

開口部の
面積小計

備考
高さ（ｍ）

0.00 0.00

　
0.00 0.00 ㎡

a×

0.00 0.00 ㎡
× b

0.00 0.00 ㎡
× c

0.00 0.00 ㎡
× d

0.00 0.00 ㎡
× e

0.00 0.00 ㎡
× f

0.00 0.00 ㎡
× g

0.00 0.00 ㎡
× h

0.00 0.00 ㎡
× i

0.00 0.00 ㎡
× j

0.00 0.00 ㎡
× k

0.00 0.00 ㎡
× l

　（通路は、避難及び消火活動に支障がないもの（工作物、低木等がない状態）
☆算定に使用した開口部の建具表及びキープランを添付すること。

0.00 0.00 ㎡

☆有効開口部が面する通路の位置及び幅員（有効幅員１ｍ以上）を配置図等に記入すること。

× m



（ただし、種類や厚さによって有効開口部として算定できるかどう

かまでは判断できませんのでご注意ください。）


